
看護職員の負担軽減及び処遇改善に関する取組のお知らせ

当院では、質の高い看護を継続的に提供するため、看護職員が心身ともに健
康で、専門性を最大限に発揮できる職場環境づくり（負担軽減および処遇改
善）に取り組んでおります。主な取組内容は以下の通りです。

■ 管理体制の整備
・責任者の配置：看護職員の勤務状況を把握し、環境改善の必要性等につ
いて提言を行う責任者を配置しています。
・委員会による計画策定：多職種による委員会を設置し、現状の課題を抽出
した上で「看護職員の負担軽減及び処遇の改善に資する計画」を策定し、
定期的に評価・見直しを行っています。

■ 業務負担軽減に向けた具体的な取組
・多職種との役割分担（タスク・シフト／シェア）: 看護補助者の適切な配
置や、薬剤師、リハビリ専門職等との連携を強化し、看護師の専門業務以
外の負担を軽減しています。

・勤務環境の改善（夜勤・交代制勤務等）:
＊勤務間インターバルの確保: 勤務終了時刻と次の開始時刻の間を11
時間以上空けるよう努めています。

＊夜勤負担の配慮: 連続して行う夜勤を2回以下に制限し、夜勤後の暦
日休日（明けの翌日の休み）を確保しています。

＊柔軟な勤務形態: 早出や遅出等の柔軟な勤務体制を導入し、時間外
労働の削減に努めています。

・福利厚生・両立支援: 院内保育所の設置や、子育て・介護中の職員に対
する短時間正規雇用制度、夜勤の減免などの配慮を行っています。

当院は今後も医療DXの推進や多職種協働を通じて、看護職員が誇りを持っ
て働ける環境を整備し、より質の高い医療を患者様に提供できるよう努めてま
いります。
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